
夏休み特別企画 
ポスターでみる華麗なる音楽映画
～ミュージカル・アーチストから昭和歌謡～

『十一八』の≪特上うな重≫

『碧南市藤井達吉現代美術館』全景

藤井達吉翁

　今回のテーマは音楽映画。特にミュージカル映画はハリ
ウッド黄金時代を飾り、歌と踊りとドラマがミックスされた華や
かな画面が多くの観客を魅了して２１世紀の現在でも数多く
製作されています。またアーチスト自伝映画やドキュメンタリー
作品も音楽と共に音楽映画の重要なジャンルです。一方日
本では１９６０年代を中心にヒット歌謡曲の映画化も数多く
公開されましたし、とよはしまちなかスロータウン映画祭でも約
４０本の音楽映画を上映しました。そんな音楽映画の魅力を
ポスターや関連資料を通して是非お楽しみ下さい。

碧い海の宝箱
斧路朱音

VOL．９

　豊橋駅から名鉄本線の特急電
車に乗り＜知立駅＞で名鉄三河
線に乗り換えて降り立ったのは終
点＜碧南駅＞…ここから南西方
向へ歩いて約６分のところに『碧
南市藤井達吉現代美術館』があ
る。旧碧南商工会議所の建物をコ
ンバージョンして2008年に美術館と
してスタート。さらに機能の充実と
強化を図るため改修が行われ、今
年５月初めにリニューアルオープンを果たした。増築された建物の外壁に設置された達
吉のデザインをヒントに地元“鬼師”が制作したという≪白根葵≫のレリーフが出迎えてく
れた。
　館名にもなっている藤井達吉は碧南市(旧碧海郡棚尾村)出身の美術家…手がけ
た作品は、染織・七宝・金工・木工・陶磁など工芸全般から絵画・図案・書に至るまで広
範囲に及ぶ。晩年は小原村で和紙工芸を指導し、碧南でも創作活動を行った。特に工
芸分野では、独自性を打ち出すことを提唱し、大正
期から昭和初期にかけての日本工芸界に一石を
投じた。
　開催中の展覧会は収蔵品の中から厳選された
112件を一堂に網羅したリニューアル記念展「碧い
海の宝箱－達吉からはばたく未来－」…第１章“藤
井達吉がいた時代”、第２章“藤井達吉の精神”、
第３章“藤井達吉のいた場所から～時代を彩った
作家たち”、第4章“近代の藤井達吉（藤井達吉記
念室）”、第５章“石川三碧コレクション”で構成され、
この美術館の特色がつぶさに理解できる内容とな
っていた。この展覧会で個人的に印象的だったの
は、第３章のPart.２“新たな表現を希求した作家た
ち”のコーナーに並べられた東三河ゆかりの中村
正義・星野眞吾・近藤文雄の作品…思いがけず出
会えたことが嬉しかった。
　藤井達吉は今でも市民に愛され、彼を顕彰する
　『藤井達吉現代美術館』は、町を挙げて支持さ
れ、人々の誇りとなっている。美術館では、達吉が図
案化した花のモチーフをプリントしたサコッシュを新
たに製作・販売。民間でも生誕地で長年営む『永井
酒造』の純米酒・曻勢は≪達吉の里≫のラベルで売
り出されていて、豊かな香りに満ちたまろやかでコク
のある深い味わいと評判も上々のようだ。
　さて、この町にはとっておきのもう一つの宝箱が
ある…それは美術館から南へ歩くこと約２分の距
離にある『十一八』だ。近づくと紀州備長炭で焼かれる香ばしいウナギの煙が換気扇
から溢れ出し、鼻孔をくすぐる。早速入店して、メニューを見ると≪うな重≫や≪ひつまぶ
し≫のほかにも天丼・さしみ・海老フライの定食など多彩だが、ここはやはり奮発して肝
吸い物付き≪特上うな重≫をオーダーしよう。上品なコクと甘みを持つ最上級の地元産
≪九重味淋(本みりん)≫をふんだんに使った“外カリ中フワ”のかば焼きは、自分史上最
高ランクに位置づけられる逸品…まさに「碧い海の宝箱や～！」と叫びたくなる味だ。

丸山薫先生の顕彰を考える会
『薫会』のご紹介

眞崇　華
　日本の現代詩に多大な業績を残された、詩人・丸山薫先生の顕彰を・・・と、開催され
ている『薫会』をご紹介させて頂きたいと思います。
　昨年の、令和４年４月４日（月）、愛知大学記念会館内の（ガーデンサロン）にて、参加
者自由の集まり、丸山薫先生の顕彰を考える会『薫会』が発足されました。今年の４月で
２年目を迎えております。
　特別な講師は居なく、参加者が持ち寄ったテーマを中心にして、皆で話し合いながら
考えを深めてゆくといった内容です。勿論、聴くに徹することも、又、思いを述べることも自
由であります。丸山薫先生の詩を全員で朗読したり、先生に纏わる資料を通し、先生の
お人柄を偲んだり、文学に対する丸山先生の思いを想像したり・・・と、豊かな時間を共
有している会です。
　このような『薫会』に、興味のおありの方がいらっしゃいましたら、いつからでもご自由
に、ご参加できる会だと思います。

●毎月、第１の月曜日、午後１時半〜３時半。愛知大学記念会館内の（ガーデンサロン）
にて開催。会費無料。飲み物は各自持参。直接会場にお出掛け下さればと・・・。

［発行所］（公財）豊橋文化振興財団（PLAT内）
［連絡先］豊橋市西小田原町123
             TEL（0532）39－5211　FAX（0532）55－8192

2023.6.15隔月
発行vol.50

　今年も加盟文化団体の先生方のご協力を得て、夏休みこども教室を開催いたします。お申し込み方法など詳細は、チラシまたはホー
ムページをご確認ください。①〜⑤は市民文化会館、⑥〜⑨は三の丸会館での開催となります。

│申込方法│
　7月９日（日）までに、右記QRコ
ードを読み取り、応募フォームから
お申込みください。豊橋文化振興
財団ホームページにも応募フォー
ムへの案内がございます。

※いずれの講座もお申込みが
定員を上回った場合は抽選
を行います。

※１申込につき、１つの講座しかお申込みできません。
複数の講座をお申込みされる場合、再度応募フォーム
からお申込みください。また、抽選において兄弟姉妹

①日本舞踊の部
　日　付◦8月８日（火）～10日（木）
　　　　　22日（火）～24日（木）
　時　間◦10時～12時
　講　師：西川菊音会（清歌会）

②三味線の部
　日　付◦8月7日（月）～9日（水）
　　　　　22日（火）～24日（木）
　時　間◦13時30分～15時
　講　師：唄・三味線　音弥

③剣詩舞の部
　日　付◦7月24日（月）・27日（木）・31日（月）
　　　　　8月3日（木）・7日（月）・9日（水）
　時　間◦10時～12時
　講　師：日本壮心流（入倉昭星、入倉壮星、入倉昭山）

④箏曲の部
　日　付◦7月28日（金）・29日（土）
　　　　　8月4日（金）・5日（土）・25日（金）・26日（土）
　時　間◦午前の部（初心者の部）
　　　　　▶10時～12時
　　　　　午後の部（経験者の部）
　　　　　▶13時30分～15時30分

 講　師：住吉如子（紫雨会）

⑤工作の部
　日　付◦7月25日（火）～28日（金）
　時　間◦10時～12時
　講　師：豊橋竹とんぼ会

⑥茶道の部（表千家）
　日　付◦8月1日（火）・8日（火）
　時　間◦午前の部▶10時～12時
　　　　　午後の部▶13時～15時
　講　師：熊谷宗光（表千家）

⑦茶道の部（裏千家）
　日　付◦8月6日（日）
　時　間◦午前の部▶９時30分～12時
　　　　　午後の部▶13時～15時
　講　師：河原崎宗妙（裏千家）

⑧華道の部
　日　付◦8月3日（木）・10日（木）
　時　間◦午前の部▶10時～12時
　　　　　午後の部▶13時30分～15時30分
　講　師：豊橋華道連盟

⑨親子でゆかたを着てみよう
　日　付◦7月29日（土）
　時　間◦午前の部
　　　　　▶10時～12時
　　　　　午後の部
　　　　　▶13時～15時
　講　師：（一社）装賀きもの学院 藤城恵子

が別々となっても構わない場合は、お手数ですがそれ
ぞれの兄弟姉妹で応募フォームよりお申込みください。

※抽選の有無に関わらず、お申込みされたすべての方に7
月14日（金）までに結果をメールにて送付いたしますの
で、必ずご確認ください。

│お問合せ│
公益財団法人豊橋文化振興財団
〒440-0887 豊橋市西小田原町123番地
　　　　　　（穂の国とよはし芸術劇場内）
電話番号：（0532）39-5211

伝統文化こども教室2023を開催します。

日　時◦７月９日（日）開会式12時30分　開演13時
会　場◦蒲郡市民会館中ホール
入場料◦無料
演目（抜粋）◦琴城流大正琴アンサンブルハープクィーン

ズより①オリーブの首飾り ②魅せられて 
　　　　　　③情熱大陸 ④天城越え ⑤マツケンサンバⅡ

令和5年度愛知県文化協会連合会東三河部芸能大会を実施します。
　今年度は蒲郡市民文化会館にて開催されます。豊橋からは琴城流大正琴アンサンブルハープクィーンズさんが出演いたします。

今号の
作品

「クーラント５　作品123」
油彩、アクリル　100F（162×130cm）
2022年 碧南市文化祭 特選

日　時◦令和5年8月4日（金）～ 8月13日（日）
  午前9時～午後5時
場　所◦豊橋市民文化会館２階展示室
入場料◦無料

ギャラリートーク
▶日時／ 8月6日（日）・12日（土）  
　　　　6日は午後2時〜、12日は午前11時〜 
▶会場／豊橋市民文化会館２階展示室 
▶講師／佐々木順一郎氏［とよはしまちなかスロータウン映画祭

実行委員会会長］

関連企画ミニコンサート
 華麗なる映画音楽　～ Viva Musical ～
▶日時／８月１２日（土）午後２時開演
▶会場／豊橋市民文化会館リハーサル室
▶出演／岡村麻未（ヴォーカル）、鈴木雅子（ピアノ）
▶演奏予定曲／◎「レミゼラブル」より ◎「キャッツ」より 
　　　　　　　◎「サウンドオブミュージック」より 他
▶入場料／ 1,000円（高校生以下500円）
▶チケット発売／豊橋市民文化会館窓口にて販売

野澤克昌（日本美術家連盟会員）

「市電の中から運転士さんに手を振る自分がいたあの頃－1970年－」2022.8.25



豊橋文化　2023年６月発行
市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なく変更する場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。
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市民大茶会・いけばな展を開催しました。

第５２回長唄演奏会を開催しました。

　「豊橋文化」は昭和21年5月15日に第一巻が発刊されました。その後昭和43年に社団法人豊橋文化
協会が発足され、「豊橋文化ニュース」（第884号）が発刊されました。翌年には「豊橋文化ニュース」編集懇
談会が設けられ、原則月1回開催されました。平成7年には1500号にまで達していたそうです。（筆者が生ま
れたての頃です。笑）
　「豊橋文化」は2013年3月号（1870号）をもって終刊となり、新たな広報誌「プラットニュース」が隔月発
刊となりました。しかし、文化団体のみなさまをはじめ多くの方から「豊橋文化を読みたい」というお声をいただ
き、2015年4月に「豊橋文化団体通信」として復活しました。（「プラットニュース」とともに、隔月発刊となりま
した。）「豊橋文化団体通信」はvol.8まで続き、vol.9からは「豊橋文化」の名に戻り、今号でvol.50となりま
した。今後ともご贔屓のほどよろしくお願い申し上げます。

豊橋文化vol.50記念

　春の市民大茶会と豊橋総合いけばな展を開催しました。市民茶会については４年ぶりにコロナ禍前と同様
の方法での開催となり、前期、後期とも晴天に恵まれ前期５席、後期４席の流派による趣向を凝らした茶席で
3,000名弱の来場者がお茶とお菓子を堪能しました。特に後期はいけばな展もあるため従来の活気を取り戻
し、終日混み合いました。また、いけばな展も９流派による出色の作品群に加え、恒例の児童参加コーナーもあ
り賑やかな展覧会となりました。

　５月14日（日）に豊橋市民文化会館で毎年恒例の長唄演奏会を開催しました。豊橋長唄協会加盟の勝奈
栄会、松の実会、さくら会の３社が出演し、日ごろの稽古の成果を発表しました。舞台一番目には３社中による
合同披露として「小鍛冶」が演奏され賑やかな舞台となりました。

　煎茶道は、急須で煎茶や玉露などを美味しくいれ
る作法を学ぶ茶道です。一緒に楽しく急須でお茶を
いれませんか？

募集人数◦小学１年生から中学３年生
定員◦15名（先着順）
日程◦7月23日（日）、30日（日）、
　　　8月11日（金・祝）、19日（土）、
　　　26日（土）、9月17日（日）
　　　※いずれも午後2時～午後4時
参加費◦1,800円（6回分）
場所◦豊橋市三の丸会館
申込・問合せ◦売茶流東三河支部
　　　　　　 TEL.090-8470-2822
　　　　　　 （担当：岩瀬）

煎茶道親子教室のご案内
（全6日）

　日本の伝統芸能には欠かすことのできない小鼓
や太鼓といったお囃子を体験してみませんか？

募集人数◦小学４年生から中学３年生　
定員◦15名（先着順）
日程◦7月31日（月）、8月1日（火）、
　　　23日（水）、24日（木）、
　　　28日（日）、29日（月）

※いずれも午前10時30分～正午
参加費◦無料
場所◦豊橋市民文化会館リハーサル室　
講師◦福原鶴朋
申込・問合せ◦みついと会 松田
　　　　　　 TEL.090-8136-4547

伝統文化こども教室
お囃子の部のご案内（全６日）

【令和５年度 文化庁伝統文化親子教室事業】 【令和５年度 文化庁伝統文化親子教室事業】

前期／裏千家今和会前期／裏千家今和会 後期／松尾流後期／松尾流

いけばな展の様子いけばな展の様子花芸安達流による展示花芸安達流による展示
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川
宿
本
陣
資
料
館
周
辺

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
を
耐
へ
小
旅
行
ふ

た
が
は
宿
に
は
つ
夏
の
風池

田
あ
つ
こ

三
三
五
五
東
海
道
の
二
川
宿
訪
う

人
訪
う
人
江
戸
へ
と
馳
せ
る　
　

伊
藤
は
つ
ゑ

二
川
宿
見
守
る
山
々
に
み
ど
り
萌

え
本
陣
小
路
に
新
緑
の
風　
　
　

岩
瀬
美
子

軒
低
き
二
川
宿
の
背
の
う
ら
を
今

走
り
ゆ
く
ひ
か
り
・の
ぞ
み
が岡田

宏
子

汗
ば
み
て
二
川
宿
を
歩
み
行
け
ば

本
陣
コ
ロ
ッ
ケ
揚
ぐ
る
に
ほ
ひ
よ　

小
池
保
利

笑
っ
て
る
？
泣
い
て
怒
っ
て
拗
ね
て

い
る
？
狂
言
面
は
わ
が
顏
に
似
る

西
郷
賢
谷

本
陣
の
五
月
人
形
大
鎧
願
い
が
籠

も
る
密
な
細
工
に

内
藤
よ
し
胡

み
ど
り
濃
き
二
川
宿
の
風
さ
や
か

名
所
と
な
り
し
本
陣
め
ぐ
る

夏
目
伊
代
子

肩
衣
の
地
鋤
文
様
の
ふ
る
き
染
み

農
の
吐
息
の
や
う
に
広
が
る丹

羽
智
子

裏
庭
の
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
に
た
た
ず
め
ば

い
に
し
え
の
宿
し
ゅ
くの
ざ
わ
め
き
聞
く
よ
な

長
谷
川
公
代

麻
生
地
の
狂
言
装
束
涼
や
か
に
江

戸
の
庶
民
の
粋
垣
間
見
る原

田
敬
子

　

吟
行
会
当
日
は
好
天
で
本
陣
資

料
館
を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
ま
し

た
。

　

本
陣
コ
ロ
ッ
ケ
や
ラ
ン
チ
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

日
曜
歌
会
と
水
曜
歌
会
は
話
す

▼
豊
橋
市
民
俳
句
会

　

第
６
６
０
回
句
会

木
の
芽
風
か
ら
く
り
時
計
能
を
舞
ふ

林
春
美

郷
愁
の
光
と
な
り
て
燕
く
る佐

藤
英
子

蟻
出
で
て
忙
し
き
人
の
世
を
共
に

鳥
居
節
子

七
輪
を
提
げ
る
漢
や
花
筵篠

田
和
代

病
床
の
膳
に
ほ
っ
こ
り
紙
雛

加
藤
美
津
子

飛
花
落
花
声
忙
し
げ
な
選
挙
カ
ー

彦
坂
艶
子

婚
礼
の
教
会
の
鐘
リ
ラ
の
花

後
藤
青
海
人

リ
ラ
冷
え
や
足
早
に
過
ぐ
大
通
り

坂
部
靖
子

寺
縁
起
読
み
を
れ
ば
亀
鳴
き
に
け
り

河
合
澄
子

　

第
６
６
１
回
句
会

線
ほ
ど
の
生
る
る
目
高
の
数
読
め
ず

篠
田
和
代

釣
り
上
げ
し
立
夏
の
鮬
石
吐
け
り

彦
坂
艶
子

街
薄
暑
大
道
芸
に
人
だ
か
り高橋

良
子

鉄
線
花
垣
に
咲
か
せ
て
少
し
病
む

富
田
灯
出
子

柵
や
雁
字
搦
め
の
鉄
線
花佐

藤
英
子

薫
風
や
背
に
赤
き
ラ
ン
ド
セ
ル

加
藤
美
津
子

ネ
コ
避
け
の
金
網
か
ぶ
せ
メ
ダ
カ
飼
ふ

杉
浦
雅
光

夏
衣
粋
に
着
こ
な
す
宿
の
女

後
藤
青
海
人

石
積
め
ば
忽
ち
仏
め
く
五
月河合

澄
子

▼
豊
橋
番
傘
柳
会

ホ
ス
ピ
ス
で
送
っ
た
母
は
今
も
胸

来
本
芳
子

母
か
ら
は
笑
顔
と
感
謝
教
え
ら
れ

佐
藤
恭
子

認
知
と
な
り
母
は
か
わ
い
い
吾
子
と
な
る

波
多
野
律
子

母
と
な
り
母
の
よ
う
に
は
で
き
ぬ　

小
松
く
み
子

母
の
日
も
爆
弾
落
ち
る
国
も
あ
り

戸
沢
ほ
た
る

里
心
着
い
た
か
妻
は
行
っ
た
き
り　

青
嶋
由
紀
美

小
判
鮫
の
よ
う
に
母
校
の
寄
付
が
来
る

須
崎
東
山

年
輪
に
詰
め
て
あ
る
の
は
ほ
ろ
苦
さ

田
口
勝
義

ア
リ
バ
イ
を
問
い
詰
め
る
の
も
愛
の
内

寺
部
水
川

ニ
ョ
ー
ボ
ー
も
鞄
に
詰
め
て
二
人
旅

山
口
タ
カ
シ

政
治
家
が
馬
脚
と
と
も
に
だ
す
辞
表

彦
坂
石
転

良
く
来
た
と
見
せ
る
笑
顔
が
引
き
つ
っ
た

尾
方
静
子

秘
密
で
す
隠
し
た
つ
も
り
ば
れ
て
い
る

池
谷
英
子

気
付
か
な
い
私
も
馬
脚
出
し
て
る
か

佐
藤
文
治

憧
れ
の
君
の
馬
脚
に
な
ら
な
ろ
う

鈴
木
順
子

裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦900円（一般参加可）　　担当◦千賀宗司
第794回邦楽鑑賞会
　時間◦14時開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
ウェイウェイウー コンサートツアー豊橋公演
　時間◦14時開演（13時30分開場）　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール
　入場料◦4,000円（当日4,500円）　　内容◦二胡のコンサート
東陽ふれあい音楽会 Ensemble Cerisier「Summer Concert」～金管楽器で奏でる特別な時間～
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　入場料◦400円
　出演◦Ensemble Cerisier（アンサンブルセリジェ：和田さくら・吉田春菜・高橋喜仁・伊藤歩美・渡辺望）
　曲目◦グラン・ミラーメドレー　となりのトトロメドレー　ほか
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館2階第7会議室
志多ら「陽かりさす」豊橋公演
　時間◦18時30分開演　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール
　入場料◦一般4,000円 ほか
　内容◦「祭」や「文化芸術活動」「地域づくり」に陽かりが差し込むようにという想いを舞台で表現します。
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
峯島望美ソプラノリサイタル
　時間◦19時15分開演（18時45分開場）　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース　
　入場料◦3,500円　　内容◦＜第１部＞歌巡り　　＜第２部＞歌芝居「愛の歌」
第12回ファミリーコンサート少年少女のための合唱ミュージカル「ふしぎの国のアリス」
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦500円

第795回邦楽鑑賞会
　時間◦14時開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
ポスターでみる華麗なる音楽映画の世界 …………………………………………… 13日（日）まで
　時間◦９時17時（最終日は16時30分まで）　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室
　入場料◦無料
豊橋ユースオーケストラ第23回定期演奏会
　時間◦14時開演　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール　　入場料◦500円
　曲目◦バレエ音楽『白鳥の湖』より　　指揮◦鈴木良輔　西澤慶典
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
伊藤民謡会 民謡ゆかた会
　時間◦10時～　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料
　内容◦会員による民謡歌唱と三味線、尺八、太鼓の発表会
全国郷土玩具展………………………………………………………………………… 27日（日）まで
　時間◦９時～ 17時（初日は15時から、最終日は15時まで）　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室
　入場料◦無料

機
会
が
中
々
な
い
の
で
お
し
ゃ
べ
り

の
花
盛
り
で
の
ん
び
り
と
し
た
ひ
と

と
き
で
し
た
。


